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2019 年 12 月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、2019 年２月１日に公表しました 2019 年 12 月期（2019 年１月１日～2019

年 12 月 31 日）の通期連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 
記 

  
１．2019 年 12 月期通期の連結業績予想の修正（2019 年１月１日～2019 年 12 月 31 日） 

   （金額の単位：百万円） 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に

帰属する当期

純 利 益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 37,500 720 750 310 44 円 08 銭

今回修正予想（Ｂ） 37,170 120 240 △160 △22 円 75 銭

増減額  （Ｂ－Ａ） △330 △600 △510 △470 ―
増減率      （％） △0.9 △83.3 △68.0 ― ―

(ご参考)前期実績 
2018 年 12 月期 36,096 271 648

 
220 31 円 31 銭

 
２．修正の理由 

売上高は当初見込みと大きな差異なく進捗しておりますが、営業利益は採用・教育を積極的に強化し

たほかアルバイト・パートの時給単価上昇による人件費の増加や、相対的に原価率の高い物販関連の売

上増により想定以上に原価が増加したことに加え、第３四半期以降における天候不順・自然災害等の影

響もあり業績の回復が見込めないため、当初見込みを下回る見通しです。経常利益は店舗に関わる営業

補償金の受け入れがあったものの当初見込みに及ばない見通しです。また、親会社株主に帰属する当期

純利益は、一部店舗の減損損失を計上したこと等により当初見込みを下回る見通しとなりました。 

なお、2019 年 12 月期の期末配当予想に変更はなく、現時点では 2019 年２月１日公表の配当予想を

据え置くことといたします。 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


